
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 福島県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間

平成20年度～平成23年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

川俣町

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
児童数の減少による複式学級の解消を目的に、福沢小学校と小島小学校をそれぞれ閉校

し、川俣小学校に統合した。 閉校した施設の有効活用と、児童の登下校時における安全確保
を図るためスクールバスによる送迎と、公共交通による通学を援助し、児童の教育環境の整備
と、地域内における施設の有効活用を図る。

福沢小学校は、美術館として、小島小学校については、宿泊体験施設として活用する予定。
また、スクールバス3台と、路線バスによる登下校を実施している。

（具体的な成果目標）
　旧福沢小学校の施設利用者数と、旧小島小学校の施設利用者数を年々増加させる。

　　　　　　　　　　　　 H20年度実績　　　　H21年度　　　　H22年度　　　　H23年度
　　旧福沢小学校　　　　3,500人　　　　　　3,500人　　　　4,000人　　　　　4,000人
　　旧小島小学校　　　　　300人　　　　　　　300人　　　　　 300人　　　　　4,000人

①地域経営改革プロジェクト

川俣町ホームページ（http://www.town.kawamata.lg.jp/kizai/ganbaruchihou/index.html）

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

放課後子ども教
室推進事業

少子化となった現在、放課後帰宅してから友達と遊ぶ環境が少なくなった
ために、午後1時から午後6時までの時間帯で、小学生を対象に地域の
人々により放課後の有意義な過ごし方を援助する。

スクールバス等
運行事業

福沢地区はスクールバス1台（30人）と路線バス（18人）による通学
小島地区はスクールバス2台（21人と26人）による通学

　　閉校施設活用事業

5,840
（3,605）

38,096
（9,176）

11,792
（670）

55,728
（13,451）

施設維持管理
電気料、火災保険料、浄化槽維持、夜間警備、土地借上げ料、電気工作
物保守、火災報知器保全、地下タンク定期点検

総　　　計

その他特記事項


